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令
和
２
年
１
月
に
今
期
の
農
業
委
員

会
の
任
期
が
満
了
と
な
り
ま
す
。
今
期

は
農
業
委
員
会
法
改
正
後
初
め
て
の
任

期
と
な
り
ま
し
た
が
、
生
産
緑
地
を
含

む
農
地
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

2017
年
に
西
東
京
市
の
人
口
が
20
万
人

を
超
え
ま
し
た
が
、
人
口
が
増
え
れ
ば

そ
れ
だ
け
地
元
の
農
家
は
地
域
社
会
の

中
で
少
数
派
と
な
り
、
営
農
環
境
も
厳

し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
農
地
を
保
全

し
、
農
家
が
営
農
し
や
す
い
環
境
を
作

る
こ
と
が
農
業
委
員
会
の
大
き
な
役
割

と
考
え
、今
期
、生
産
緑
地
法
等
の
改
正
、

都
市
農
地
の
貸
借
の
円
滑
化
に
関
す
る

法
律
や
特
定
生
産
緑
地
制
度
に
積
極
的

に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
及
び
市
議
会
議
員
の
皆

様
に
都
市
農
業
の
理
解
を
深
め
る
活
動

も
進
め
て
き
ま
し
た
。

都
市
農
業
を
巡
る
情
勢
が
大
き
く
変

化
す
る
中
に
お
い
て
は
、
農
業
委
員
会

の
専
門
的
な
知
識
、
実
務
的
な
経
験
が

必
要
不
可
欠
と
な
り
、
農
業
委
員
会
の

役
割
の
重
要
性
を
改
め
て
強
く
感
じ
た

と
こ
ろ
で
す
。

末
筆
に
な
り
ま
す
が
、
今
期
の
農
業

委
員
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
第
38
条

に
基
づ
く
意
見
の
提
出
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
、
実
施
し
た
意
見
の
提
出

に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

村
田
会
長
ほ
か
農
業
委
員
18
名
が
出

席
し
、
令
和
元
年
度
農
業
施
策
に
関
す

る
意
見
を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
新
た
な
生
産
緑
地
制
度

へ
の
対
応
及
び
都
市
農
業
へ
の
支
援
の

観
点
か
ら
、「
制
度
改
正
へ
の
対
応
に

つ
い
て
」、「
生
産
緑
地
の
指
定
に
つ
い

て
」、「
農
業
者
へ
の
適
切
な
支
援
に
つ

い
て
」、「
都
市
農
業
に
対
す
る
市
民
理

解
の
促
進
に
つ
い
て
」
の
４
項
目
と
し

ま
し
た
。

意
見
の
提
出
後
、
市
長
よ
り
、
市
の

取
組
み
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
農
業
委

員
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
委

員
か
ら
は
、
農
業
振
興
施
策
に
対
す
る

要
望
な
ど
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。都

市
農
地
の
保
全
を
積
極
的
か
つ
総

合
的
・
体
系
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
求

８
月
28
日（
水
）（
種
ま
き
）
と
10
月

26
日（
土
）（
収
穫
）、
北
町
六
丁
目
の
圃

場
に
お
い
て
、
市
主
催
の
「
親
子
で
野

西
東
京
市

農
業
委
員
会
会
長

　
　
村
田
　
秀
夫

菜
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
が
、
農
業

委
員
会
の
協
力
の
も
と
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
応
募
い
た
だ
い
た
18
組
42
名
の
親

子
が
参
加
し
、
実
際
に
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

農
業
委
員
の
方
か
ら
は
、
西
東
京
市

の
農
業
や
、
野
菜
の
生
育
の
経
過
、
作

業
の
コ
ツ
や
そ
の
野
菜
の
特
徴
な
ど
の

お
話
が
あ
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
西

東
京
市
の
農
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

め
る
た
め
、都
市
計
画
審
議
会
よ
り「
都

市
農
地
の
保
全
と
価
値
創
造
に
関
す
る

提
言
書
」
が
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

提
言
は
、
西
東
京
市
の
都
市
農
地
や

都
市
農
業
の
現
状
を
踏
ま
え
、
都
市
農

地
の
保
全
に
向
け
た
考
え
方
を
整
理
し
、

施
策
展
開
の
方
向
性
を
示
す
と
共
に
、

モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
向
け

た
提
案
や
推
進
体
制
の
構
築
に
関
す
る

提
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
方
向
性
と
し
て
は
、
庁
内
に

分
野
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
都
市
農
地
の
保
全
に
向
け

て
検
討
を
行
う
予
定
で
す
。
な
お
、
農

業
委
員
会
か
ら
は
、
村
田
会
長
が
委
員

と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ

【
７
月
22
日（
月
）】　

都
市
農
地

の
保
全
と
価
値
創
造
に
関
す
る

提
言
（
都
市
計
画
審
議
会
及
び

都
市
計
画
審
議
会
専
門
部
会
）

【
11
月
15
日（
金
）】　
令
和
元
年
度

農
業
施
策
に
関
す
る
意
見
の
提
出

農業委員会だより
西東京市の風と緑～
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品
評
会
の
主
な
受
賞
者
は
、次
の
方
々

で
す（
敬
称
略
）。

８
月
28
日（
水
）（
種
ま
き
）
と
10
月

26
日（
土
）（
収
穫
）、
北
町
六
丁
目
の
圃

場
に
お
い
て
、
市
主
催
の
「
親
子
で
野

特
定
生
産
緑
地
制
度
と
は
、
生
産
緑

地
の
買
取
申
出
の
期
限
を
10
年
延
長
す

る
制
度
で
す
。

生
産
緑
地
に
指
定
さ
れ
て
か
ら
、
30

年
が
経
過
す
る
前
に
申
請
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
申
請
の
期
限
は
、

平
成
４
年
に
指
定
さ
れ
た
生
産
緑
地
が
、

令
和
４
年
２
月
ま
で
、
平
成
５
年
に
指

定
さ
れ
た
生
産
緑
地
は
、
令
和
５
年
２

月
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
６
年
以
降
に
指
定
さ
れ
た
生
産

緑
地
に
つ
い
て
は
、
随
時
期
限
到
来
通

知
が
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。
令
和
元

年
12
月
現
在
、
受
付
が
始
ま
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
お
手
続
き
く
だ

10
月
23
日（
水
）か
ら
10
月
25
日（
金
）

ま
で
農
地
法
第
30
条
に
基
づ
く
農
地
利

用
状
況
調
査
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を

実
施
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
、
事
務
局
及
び
都
市
計
画

課
の
職
員
が
６
班
に
分
か
れ
、
肥
培
管

理
基
準
に
基
づ
い
て
、
市
内
の
農
地
を

調
査
し
ま
し
た
。

日
頃
よ
り
、
て
い
ね
い
な
肥
培
管
理

を
行
っ
て
い
る
農
地
が
大
部
分
で
し
た

が
、
一
部
適
正
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い

な
い
農
地
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
の
際

に
は
、
適
正
な
肥
培
管
理
が
必
要
で
す
。

農
業
者
の
皆
様
に
は
、
事
前
調
査
の
段

階
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

11
月
９
日（
土
）・10
日（
日
）の
両
日
、

第
19
回
西
東
京
市
民
ま
つ
り
が
、
西
東

－ ２ －

★　
　
　
★

京
い
こ
い
の
森
公
園
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
両
日
と
も
に
天
気
に
恵
ま

れ
、
２
日
間
で
、
約
10
万
人
の
来
場
が

あ
り
ま
し
た
。

農
業
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
農
産
物
品
評

会
が
開
催
さ
れ
、
514
点
の
出
展
が
あ
り

ま
し
た
。
今
年
は
、
猛
暑
や
度
重
な
る

台
風
等
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

皆
様
の
方
の
絶
え
間
の
な
い
努
力
に
よ

り
、
素
晴
ら
し
い
農
産
物
が
そ
ろ
い
ま

し
た
。

ま
た
、
毎
年
恒
例
の
野
菜
で
作
ら
れ

た
宝
船
も
展
示
さ
れ
、
来
場
者
の
注
目

を
集
め
ま
し
た
。
10
日
の
午
後
に
行
わ

れ
た
野
菜
の
宝
分
け
は
、
大
変
な
人
気

を
博
し
、
品
評
会
に
出
品
さ
れ
た
農
産

物
の
販
売
も
好
評
で
、
多
く
の
来
場
者

の
方
々
に
市
内
産
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

菜
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ま
し

た
。
応
募
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組
42
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親
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、
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し
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。
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員
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さ
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！

農
業
委
員
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で
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、
引
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続
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都
市

計
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課
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携
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が
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情
報
発
信

等
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
詳
細
等

に
つ
い
て
は
、
都

市
計
画
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

め
る
た
め
、都
市
計
画
審
議
会
よ
り「
都

市
農
地
の
保
全
と
価
値
創
造
に
関
す
る

提
言
書
」
が
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

提
言
は
、
西
東
京
市
の
都
市
農
地
や

都
市
農
業
の
現
状
を
踏
ま
え
、
都
市
農

地
の
保
全
に
向
け
た
考
え
方
を
整
理
し
、

施
策
展
開
の
方
向
性
を
示
す
と
共
に
、

モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
向
け

た
提
案
や
推
進
体
制
の
構
築
に
関
す
る

提
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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。
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水
）（
種
ま
き
）
と
10
月

26
日（
土
）（
収
穫
）、
北
町
六
丁
目
の
圃

場
に
お
い
て
、
市
主
催
の
「
親
子
で
野

10
月
５
日
（
土
）、田
無
小
学
校
（
田

無
町
四
丁
目
）
で
、
田
無
緑
化
組
合
の

協
力
に
よ
り
、
市
主
催
の
「
緑
の
ア
カ

デ
ミ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
公
募
に
よ
る
市
民
約
150

名
が
参
加
し
、
①
市
内
で
育
っ
た
苗
木

を
活
用
し
た
「
樹
木
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室
」②「
匠
の
技
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
」（
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
の
実
演
）③

植
木
の
プ
ロ
で
あ
る
田
無
緑
化
組
合
の

組
合
員
に
植
木
の
相
談
が
で
き
る
「
み

ど
り
の
相

談
窓
口
」

を
楽
し
ん

で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

５
月
29
日
（
水
）、
本
年
度
の
認
定

農
業
者
の
認
定
を
受
け
た
皆
さ
ん
に
、

市
長
よ
り
認
定
書
の
交
付
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
年
度
は
、
更
新
の
方
２
名
と

新
規
の
方
１
名
が
認
定
を
受
け
ら
れ
、

本
市
の
認
定
農
業
者
数
は
、
54
名
と
な

り
ま
し
た
。

認
定
農
業
者
の
皆
様
に
は
、
今
後
、

本
市
の
農
業
の
中
核
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ

ま
す
。

「
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
、
誠

に
光
栄
で
す
。
今
後
は
、
露
地
栽
培
と

施
設
栽
培
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
野
菜
の
生
産
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

一
般
社
団
法
人
　
内
田
農
業
振
興
会

第
53
回
功
労
者
表
彰
　
紫
綬
功
労
章

－ ３ －

井
田
　
武
重
　
様

向
台
町
六
丁
目

「
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
き
、
誠

に
光
栄
で
す
。
今
後
は
様
々
な
こ
と
を

学
び
、
母
と
共
に
良
い
作
物
を
作
り
、

市
事
業
や
消
防
団
の
活
動
な
ど
に
積
極

的
に
参
加
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
で
す
。」

令
和
元
年
度
東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団

新
規
就
業
奨
励
事
業
奨
励
賞

下
田
　
将
人
　
様

向
台
町
一
丁
目

菜
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
が
、
農
業

委
員
会
の
協
力
の
も
と
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
応
募
い
た
だ
い
た
18
組
42
名
の
親

子
が
参
加
し
、
実
際
に
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

農
業
委
員
の
方
か
ら
は
、
西
東
京
市

の
農
業
や
、
野
菜
の
生
育
の
経
過
、
作

業
の
コ
ツ
や
そ
の
野
菜
の
特
徴
な
ど
の

お
話
が
あ
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
西

東
京
市
の
農
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

め
る
た
め
、都
市
計
画
審
議
会
よ
り「
都

市
農
地
の
保
全
と
価
値
創
造
に
関
す
る

提
言
書
」
が
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

提
言
は
、
西
東
京
市
の
都
市
農
地
や

都
市
農
業
の
現
状
を
踏
ま
え
、
都
市
農

地
の
保
全
に
向
け
た
考
え
方
を
整
理
し
、

施
策
展
開
の
方
向
性
を
示
す
と
共
に
、

モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
向
け

た
提
案
や
推
進
体
制
の
構
築
に
関
す
る

提
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
方
向
性
と
し
て
は
、
庁
内
に

分
野
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
都
市
農
地
の
保
全
に
向
け

て
検
討
を
行
う
予
定
で
す
。
な
お
、
農

業
委
員
会
か
ら
は
、
村
田
会
長
が
委
員

と
な
っ
て
い
ま
す
。

緑
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
つ
い
て

「
親
子
で
野
菜
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
」に
つ
い
て

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表
彰
受
賞
者
紹
介

令
和
元
年
度
認
定
農
業
者

交
付
式



農業年金

今期の農業委員会委員

農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
27
号
は

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
農

業
委
員
会
改
選
の
た
め
、
現
メ
ン

バ
ー
で
発
行
す
る
の
は
こ
れ
が
最

後
に
な
り
ま
す
。
短
い
間
で
し
た

が
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
最
初
の
冬
、
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
寒
く
な
り
ま
す
が
、
お
体

に
お
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

今
後
と
も
地
域
の
農
業
者
の
皆

さ
ま
の
役
に
立
つ
情
報
の
提
供
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

編
集
委
員
一
同

－ ４ －

近
年
、
台
風
の
大
型
化
な
ど
に
よ
り

自
然
災
害
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ハ

ウ
ス
等
農
業
施
設
な
ど
の
被
害
を
受
け

た
方
は
、
写
真
等
の
記
録
を
残
す
と
共

に
、
市
役
所
ま
た
は
J
A
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
（
平
成
19
年

法
律
第
53
号
）
に
基
づ
く
基
幹
統
計
調

査
で
す
。
調
査
対
象
と
な
る
の
は
、
市

内
に
農
地
を
お
持
ち
の
方
等
で
、
12
月

中
旬
以
降
、
調
査
員
が
調
査
票
を
配
布

し
後
日
回
収
を
行
い
ま
す
。
調
査
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
法
規
課

（
0
4
2-

4
6
0-

9
8
1
0
）ま
で
。

農
業
者
年
金
は
、
加
入
者
・
受
給
者

数
に
左
右
さ
れ
に
く
い
確
定
拠
出
型
の

公
的
年
金
で
す
。
ご
自
身
の
将
来
設
計

の
た
め
に
積
極
的
に
活
用
し
、
豊
か
な

生
活
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

◇
加
入
要
件

　
次
の
①
〜
③
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
方

　
①
20
歳
以
上
60
歳
未
満

　
②
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

　
③
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

詳
細
は
、
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
第
38
条

に
基
づ
く
意
見
の
提
出
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
、
実
施
し
た
意
見
の
提
出

に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

村
田
会
長
ほ
か
農
業
委
員
18
名
が
出

席
し
、
令
和
元
年
度
農
業
施
策
に
関
す

る
意
見
を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
新
た
な
生
産
緑
地
制
度

へ
の
対
応
及
び
都
市
農
業
へ
の
支
援
の

観
点
か
ら
、「
制
度
改
正
へ
の
対
応
に

つ
い
て
」、「
生
産
緑
地
の
指
定
に
つ
い

て
」、「
農
業
者
へ
の
適
切
な
支
援
に
つ

い
て
」、「
都
市
農
業
に
対
す
る
市
民
理

解
の
促
進
に
つ
い
て
」
の
４
項
目
と
し

ま
し
た
。

意
見
の
提
出
後
、
市
長
よ
り
、
市
の

取
組
み
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
農
業
委

員
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
委

員
か
ら
は
、
農
業
振
興
施
策
に
対
す
る

要
望
な
ど
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。都

市
農
地
の
保
全
を
積
極
的
か
つ
総

合
的
・
体
系
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
求

市
で
は
、
地
産
地
消
を
推
進
す
る
め

ぐ
み
ち
ゃ
ん
メ
ニ
ュ
ー
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

本
年
度
も
、「
マ
ル
シ
ェ
・
ド
・
ソ

ワ
レ
」
を
９
月
11
日
（
水
）
に
田
無
駅

北
口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
に
て
午

後
５
時
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。

2020
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
機
運
醸
成
の
た
め
、

本
市
が
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
相
手
国
と
な
っ

て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
に
つ
い
て
市
民
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
オ
ラ

ン
ダ
マ
ル
シ
ェ
」
を
11
月
30
日（
土
）下

保
谷
四
丁
目
緑
地
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

め
ぐ
み
ち
ゃ
ん
メ
ニ
ュ
ー
事
業
に
参

加
し
て
い
る
商
工
業
者
と
農
業
者
に
よ

る
、
市
内
産
農
産
物
や
市
内
産
農
産
物

を
使
用
し
た
加
工
品
及
び
オ
ラ
ン
ダ
ビ

ー
ル
の
販
売
、
オ
ラ
ン
ダ
名
物
の
チ
ー

ズ
と
西
東
京

市
産
野
菜
の

コ
ラ
ボ
メ
ニ

ュ
ー
の
試
食

や
、
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
で
あ

る
こ
と
の

P
R
を
行
い

ま
し
た
。

８
月
28
日（
水
）（
種
ま
き
）
と
10
月

26
日（
土
）（
収
穫
）、
北
町
六
丁
目
の
圃

場
に
お
い
て
、
市
主
催
の
「
親
子
で
野

菜
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
が
、
農
業

委
員
会
の
協
力
の
も
と
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
応
募
い
た
だ
い
た
18
組
42
名
の
親

子
が
参
加
し
、
実
際
に
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

農
業
委
員
の
方
か
ら
は
、
西
東
京
市

の
農
業
や
、
野
菜
の
生
育
の
経
過
、
作

業
の
コ
ツ
や
そ
の
野
菜
の
特
徴
な
ど
の

お
話
が
あ
り
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
西

東
京
市
の
農
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

め
る
た
め
、都
市
計
画
審
議
会
よ
り「
都

市
農
地
の
保
全
と
価
値
創
造
に
関
す
る

提
言
書
」
が
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

提
言
は
、
西
東
京
市
の
都
市
農
地
や

都
市
農
業
の
現
状
を
踏
ま
え
、
都
市
農

地
の
保
全
に
向
け
た
考
え
方
を
整
理
し
、

施
策
展
開
の
方
向
性
を
示
す
と
共
に
、

モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
向
け

た
提
案
や
推
進
体
制
の
構
築
に
関
す
る

提
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
方
向
性
と
し
て
は
、
庁
内
に

分
野
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
都
市
農
地
の
保
全
に
向
け

て
検
討
を
行
う
予
定
で
す
。
な
お
、
農

業
委
員
会
か
ら
は
、
村
田
会
長
が
委
員

と
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
ル
シ
ェ
に
は
当
事
業
に
参
加
し
て

い
る
商
工
業
者
と
農
業
者
が
、
市
内
産

農
産
物
や
市
内
産
農
産
物
を
使
用
し
た

加
工
品
を
そ
れ
ぞ
れ
出
品
し
ま
し
た
。

２
回
目
は
１
月
15
日
（
水
）
ひ
ば
り

ヶ
丘
駅
南
口
駅
前
広
場
に
て
開
催
す
る

予
定
で
す
。

マ
ル
シ
ェ
・
ド
・
ソ
ワ
レ

オ
ラ
ン
ダ
マ
ル
シ
ェ

編

集

後

記

台
風
等
自
然
災
害
の

農
業
被
害
の
報
告
に
つ
い
て

2020
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
が

実
施
さ
れ
ま
す

農
業
者
年
金
に

　
　
　
加
入
し
ま
せ
ん
か
？


